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　今年は東日本大震災の被災者の方々の想いをかみ締めながらの迎春です。
　青木区政の失敗で23区中、最悪の財源不足（185億円）になった区財政の建て直しが急務となりま
した。私達は正副委員長手当廃止など議員関係費用の削減（約3,000万円）を提案しましたが、結果は
共産党と自民党・刷新（民主）の合意（公明は了承）により、区議会議員の歳費のカットはたったの
１割にも満たない額で終わりました。財政難にした責任は青木区長となんでも賛成の与党議員です。
　行政に対し是々非々で臨んできた「独歩の会」は、徹底して議員関係の経費の削減に取り組みます。
３月11日の東日本大震災により福島原発が爆発をし、飛散した放射能物質は目黒区民にも降り注ぎま
した。私達はいち早く教育委員会関係の施設などで独自に放射能測定を行うと同時に内部被ばく問題
を取り上げ、教育委員会に情報提供を続け、子供達を守ることに全力で取り組んで参りました。私達
は菅谷松本市長（チェルノブイリでがん対策をした医師）の内部被ばくへの認識と、ベラルーシ共和
国のバンダシェフスキー教授「セシューム137の内部被ばくの非がん性疾患の報告」等を教訓に内部
被ばく問題に取り組んでいます。

梅原・坂本・須藤３名は微力ですが戦い続けています !
無所属・目黒独歩の会　幹事長　梅 原  たつろう

　皆様方におかれましては、心新たによき初春をお迎えのこと
と心よりお慶び申し上げます。日頃、自由民主党目黒区議団に
温かいご支援ご芳情を賜り、誠にありがとうございます。
　さて、目黒区政におきましては、数年来の不況から税収が伸
び悩み、大変厳しい環境です。昨年「緊急財政対策本部」を設
置し、実施計画事業を含む36事業の見直しを行いました。その
効果で平成24年度における積立基金の枯渇は回避されましたが、
平成25年度以降も財源の不足は継続することが予想されます。
　私ども自民党目黒区議団は、単に予算削減を考えていません。
「次世代に向けた教育」「高齢者対策」「子育て支援」「安心・安全」
を柱に無駄な事務事業を見直し、未来を見据えた施策の布石を
今、断行することこそ真の財政再建であると考えています。一方、
東日本太平洋沖地震で都市部における災害対策のあり方も教訓
として残され、現在具体的な「地域別マニュアル」も作成中です。
　今年は区政の舵取り役を決める大事な選挙があります。区議
会最大会派としての務めを、14人全員野球で果たしていく所存
でおります。皆様のご多幸と更なるご指導、ご支援をお願い申
し上げ、年頭のご挨拶とさせていただきます。

区政の新しい枠組みは
「財政再建」と「災害対策」から

自由民主党目黒区議団　幹事長　伊藤よしあき

議員個人による年賀状など時候のあいさつ状は、
公職選挙法により禁止されています。

新年のごあいさつは、
本紙をもって代えさせていただきます。

委員会名の略称
企総＝企画総務委員会　 生福＝生活福祉委員会

都環＝都市環境委員会　 文教＝文教・子ども委員会

議運＝議会運営委員会　 震特＝震災対策調査特別委員会

　昨年４月の区議会議員選挙後に結成した民主党会派の「刷新
めぐろ」を代表し、新年のご挨拶を申し上げます。
　わが国は、東日本大震災の復旧復興と原発事故の収束、歴史
的な円高等内外共に多くの難題に直面し、着実に政治を前進さ
せなければなりません。大阪ダブル選挙は地方政治の役割の再
認識で一石を投じ、現状打破を選択した選挙結果は、地方主権
を加速させるでしょう。
　目黒区はかつてない財政難をどう克服し、区民サービスを安
定的にするか、我が会派は行政の無駄削減と収入確保策をかね
てより提案し、議会においては報酬の削減を決定しました。今
後も議員定数削減を訴えて参ります。本年は財政健全化へ向け
た初年度となります。改革の必要性にご理解とご協力をよろし
くお願い致します。
　「国民総幸福量」を重んじるブータンの国王夫妻が来日された
際、「日本は歴史を通じてあらゆる逆境から繰り返し立ち直った」
と日本を称えられ、また、両国民の絆や「自分の龍」など、心
を打つ数々のお言葉は、停滞感が漂う日本に何が大切かを発信
されました。
　区民の皆様と連携し地域社会の絆を深め、安心安全の街づく
りに尽力して参ります。

地域社会の絆を深め、
安心安全の街づくりを

刷新めぐろ　幹事長　鴨志田  リ エ

　2012年辰年を迎えました。昨年被災地の小学校を訪れたブータンのワンチュク国王は「皆さん
の中に龍はいます。龍は経験を食べて大きくなります。どうか自分の中の龍を大切に育てて下さ
い」と声をかけられました。またジョン・ダワ―教授は著書「敗北を抱きしめて」の中で関東大
震災後のモダンな大正や大戦後の民主的な日本を挙げ、歴史的な危機は必ず新しい時代を創造す
ると述べています。年頭にあたり、被災地で、日本で、目黒でそれぞれの龍が昇る一年になるこ
とを心から願います。
　さて、目黒区は昨年緊急財政対策に取り組み、180億円もの予算を削減する案をまとめました。
しかし、限られた財源の中でどこに予算傾斜をし、いかに魅力・特色ある目黒区を創っていくか
という視点が欠けています。
　野田総理は就任後月刊誌で、「いま改めて学ぶべきは大平正芳さんの政治だ」と語りましたが、
私は大平元総理の家族基盤充実を、国や自治体の発展の礎とする政治理念に学ぶべきだと考えて
います。
　今定例会の一般質問で具体的に提言していますが、震災対策とともに少子高齢化社会対策を最
優先課題とし、家族の絆の再生で膨らみ続ける子育て・介護の行政コスト軽減にも取り組みます。

大平元総理に学び、龍が昇る年に。
みんなの党目黒区議団　幹事長　松 田  哲 也

　新年明けましておめでとうございます。本年もどうぞよろし
くお願い申し上げます。
　昨年は1000年に１度といわれる規模の東日本大震災に見舞わ
れ、多くの人命が奪われました。あらためて被災された皆様方
にお悔やみとお見舞いを申し上げます。友好都市である宮城県
気仙沼市、角田市への復興支援を、私ども公明党目黒区議団と
してもお手伝いして参りたく存じます。
　世界を見渡すと、欧州財政危機による世界経済への波紋が大
きく広がっており、円が史上最高値を更新し、国内輸出産業に
大打撃が襲い、2009年リーマンショック以降の景気低迷に歯止
めがかからない状況にあります。本区においては、平成24年４
月からの３年間緊急財政対策として180億円の経費削減が計画さ
れ、事務サービスのあり方を見直す機会と受け止めております。
　「心の豊かさを求める時代」への転換期に来ていると予感致し
ます。公明党目黒区議団は、「共に支え合う社会」の構築に向け
て、「大衆と共に語り、大衆と共に闘い、大衆の中に死んでいく」
という立党精神に今一度立ち返り、区民福祉の充実を一歩前進
させる決意で臨んで参りますので、１年間よろしくお願い致し
ます。

「共に支え合う社会」へ向けて
公明党目黒区議団　幹事長　武藤まさひろ

　3.11後、初めての新年を迎え、いまだに被災地では復旧・復興へ懸命の努力が
続けられている。共産党区議団は12月に４度目のボランティアを送った。多くの
方々の物資提供や義援金のご協力に心から感謝申し上げる。原発問題では、区民
のみなさんと原発ゼロの取り組みや放射線量測定をすすめるとともに、全ての小
中学校などでの測定を粘り強く区に要求し実現させることができた。危惧されて
いた大変高い値が次々出て除染を進めているが、食材を含めた内部被ばくへの取
り組みをさらに徹底させたい。
　青木区長は、偽りの「財政危機」キャンペーンを行い、３年間で185億円（高
齢者のおむつ代・配食サービス、区立デイサービス廃止から中学校の統廃合まで
609事業）にもなるくらしや福祉の削減を区民に押し付ける一方で、中目黒、目黒、
西小山駅周辺で大企業主導の大型開発になりかねない動きを進め、大橋ジャンク
ション・再開発で大企業の開発費を肩代わりする大盤振る舞い。その上、区民の
共有財産である JR跡地を大企業に安く売却しようとしている。4月は区長選。今
年こそ、こうした税金のムダづかい区政を転換させ、開発優先から福祉と防災第
一にした住民参加のまちづくりを実現したい。

今必要なのは、大型開発よりも
福祉と防災のまちづくり

日本共産党目黒区議団　幹事長　森  美 彦
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